
特集―労使コミュニケーションのいま

Business Labor Trend 2008.1

33

１
．「
労
働
者
参
加
、
労
使
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」

の
概
要

⑴
調
査
の
目
的

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
を
背
景
と
し
て

産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
形
態
の
多
様
化
、
組
織
の
再
編
、
労
働

条
件
の
見
直
し
等
が
進
展
し
て
い
る
。

連
合
総
研
で
は
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
に

対
し
て
労
働
組
合
が
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
深
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
労
働
者
参
加

の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
二
〇
〇
六
年
一
月
に
「
日
本
に
お
け

る
労
働
者
参
加
の
現
状
と
展
望
に
関
す
る
研

究
委
員
会
」（
主
査
：
久
本
憲
夫
京
都
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）
を
設
置
し
た
。

本
研
究
委
員
会
で
は
、
単
位
組
合
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
企
業
労
使
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
お
よ
び
、
欧
州
に
お
け
る
労

働
者
参
加
諸
制
度
を
分
析
す
る
こ
と
等
を
通

じ
て
、労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
・

充
実
に
資
す
る
提
案
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
紹
介
す
る
「
労
働
者
参
加
、
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
は
、

企
業
労
使
が
労
使
協
議
を
は
じ
め
と
す
る
労

使
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
現
状
と
課
題

を
単
組
本
部
な
ら
び
に
支
部
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑵
実
施
方
法
お
よ
び
回
収
率

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
産
業
別
組
織
を
通

じ
て
、
単
位
組
合
一
一
四
五
組
合
、
二
二
九

〇
支
部
に
郵
送
し
、
密
封
回
収
方
式
に
よ
り

直
接
、
連
合
総
研
宛
に
返
送
し
て
も
ら
っ
た

（
支
部
調
査
票
は
単
位
組
合
本
部
が
任
意
の

二
支
部
に
配
布
）。
調
査
は
二
〇
〇
六
年
六

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。
回
収
率

は
本
部
調
査
が
四
四
・
三
％
、
支
部
調
査
が

二
三
・
四
％
で
あ
っ
た
。

⑶
調
査
項
目

別
掲
参
照
。

⑷
属
性
分
析　

①
非
正
社
員
の
対
正
社
員
比
率

正
社
員
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
非
正
社

員
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
の
だ
ろ
う
か

（
図
表
１
）。
本
部
調
査
に
よ
る
と
、
全
業

種
平
均
で
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
三
九
％
、

嘱
託
・
契
約
五
％
、
派
遣
九
％
、
請
負
六
％

と
な
る
が
、
業
種
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
か
な

り
大
き
い
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
卸
売
・

小
売
業
、
派
遣
は
製
造
業
、
卸
売
・
小
売
業
、

請
負
は
製
造
業
で
活
用
が
多
い
。

②
労
働
組
合
が
非
正
社
員
の
人
数
を
把
握
し

て
い
な
い
割
合

本
調
査
で
は
、
従
業
員
区
分
ご
と
に
実
数

を
記
入
す
る
欄
を
設
け
た
が
、「
非
正
社
員
の

人
数
を
把
握
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
割

合
は
、
本
部
調
査
で
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
、
嘱
託
・
契
約
が
二
割
強
、
派
遣
、
請
負

は
四
割
弱
で
あ
り
、支
部
調
査
で
は
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
、
嘱
託
・
契
約
が
二
割
前
後
、

派
遣
、
請
負
は
三
割
弱
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

直
接
雇
用
と
比
べ
間
接
雇
用
の
把
握
率
は
低

く
、
か
つ
、
本
部
の
把
握
率
は
支
部
よ
り
低

い
。
雇
用
形
態
の
多
様
化
の
結
果
、
組
合
は

同
じ
職
場
で
働
く
非
正
社
員
の
実
態
を
把
握

し
づ
ら
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

③
経
営
状
況
・
経
営
見
通
し

本
部
調
査
に
お
い
て
、
五
年
前
と
比
べ
、

現
在
の
経
営
状
況
は
〈
良
い
〉
と
す
る
割

「
労
働
者
参
加
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
報
告

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
研
究
員　

山
脇
義
光

「
労
働
者
参
加
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
報
告

調査項目

注） 本調査においては、従業員を、「正社員」、直接雇用非正社員の「パート・アルバイト社
員」・「嘱託・契約社員」、間接雇用非正社員の「派遣社員」・「請負社員」、および ｢そ
の他 ｣の 6つに区分した。

本部調査 支部調査
・企業の属性 ・事業所の属性
・組合本部－会社間の労使協議の現状 ・組合支部－事業所間の労使協議の現状
・近年の労使協議の変化 ・雇用形態の多様化の現状と労組の対応
・雇用形態の多様化の現状と労組の対応 ・非正社員の組織化、苦情処理、基幹労

働力化、コミュニケーション施策・雇用調整・組織再編の実施状況
・労働者参加の課題 ・労働者参加の課題
・労使協議以外のコミュニケーション施策 ・労使協議以外のコミュニケーション施策
・高齢者の雇用継続における労使協議 ・労働安全衛生への派遣元、請負会社責

任者の参加

図表 1　業種別の対正社員比率（本部調査）

注）情報通信業において派遣・請負社員の比率が極端に高くなっているのは外れ値である。

パート・
アルバイト

嘱託・
契約 派遣 請負 その他 件数（件）

合計 39.1% 4.9% 8.6% 6.1% 4.2% 507
製造業計 7.9% 2.8% 8.4% 6.9% 0.5% 267
電機・電子・情報通信機器 4.0% 2.1% 9.1% 17.9% 0.8% 62
鉄鋼・化学等素材関連 3.3% 3.1% 5.2% 0.9% 0.2% 73
輸送用機械 8.7% 1.7% 9.5% 6.0% 0.5% 39
その他製造業 14.6% 7.6% 6.8% 4.9% 0.6% 93
非製造業計 85.2% 8.1% 8.6% 4.5% 9.4% 234
建設業 1.0% 4.0% 3.7% 0.0% 2.2% 28
電気・ガス・熱供給業 0.8% 2.9% 1.1% 0.0% 2.0% 12
情報通信業 0.5% 0.9% 25.2% 146.9% 0.1% 13
運輸業 5.8% 4.9% 1.3% 0.0% 4.8% 62
卸売・小売業 252.3% 10.9% 25.1% 0.4% 12.6% 65
その他サービス業 45.2% 29.9% 4.9% 0.0% 0.0% 29
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合
は
五
割
を
超
え
、
景
気
回
復
を
印
象
付
け

る
結
果
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
業
種
・
企
業

規
模
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
か
っ
た
（
規

模
が
大
き
い
ほ
ど
〈
良
い
〉
と
す
る
割
合

は
高
い
）。
五
年
後
の
経
営
見
通
し
も
お
お

む
ね
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。

２
．
主
な
調
査
結
果

⑴
労
使
協
議
の
現
状
と
過
去
五
年
間
に
お
け

る
変
化

①
企
業
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
労
使
協
議
シ
ス

テ
ム連

結
決
算
が
求
め
ら
れ
た
二
〇
〇
〇
年
以

降
、
企
業
経
営
は
軸
足
を
グ
ル
ー
プ
経
営
へ

と
シ
フ
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
労
使

協
議
の
範
囲
は
企
業
グ
ル
ー
プ

に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

本
部
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業

（
調
査
対
象
組
合
全
体
の
八
割

弱
）
の
う
ち
、
企
業
グ
ル
ー
プ

レ
ベ
ル
の
労
使
協
議
を
実
施
し

て
い
る
割
合
は
、
五
割
強
で
あ

る
。
内
訳
は
「
情
報
や
意
見
交

換
中
心
」
が
六
割
弱
、「
意
見
調

整
機
能
あ
り
」
が
一
割
強
、「
強

い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
」
は

三
割
で
あ
る
。　

②
過
去
五
年
間
に
お
け
る
労
使

協
議
シ
ス
テ
ム
の
変
化

本
部
調
査
に
お
い
て
、
協
議

の
開
催
頻
度
・
期
間
、
協
議
内

容
の
複
雑
さ
、
組
合
の
発
言
力

等
一
一
項
目
に
つ
い
て
、
過
去

五
年
間
で
変
化
が
起
こ
っ
た
の

か
否
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
図

表
２
）、「
変
わ
ら
な
い
」
が
各

項
目
と
も
大
多
数
（
六
割
弱
〜

九
割
弱
）
を
占
め
る
結
果
と
な

り
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化

は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
変
化
の
大
き
い
も

の
に
着
目
す
る
と
以
下
の
こ
と
が
い
え
る
。

公
式
の
労
使
協
議
の
開
催
頻
度
が
増
え
る

と
と
も
に
、
非
公
式
協
議
の
回
数
も
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
付
議
事
項
が
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
協
議
内
容
は
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
労
使
関
係
は
協
調
的
に
な
り
、
組

合
の
発
言
力
、
経
営
へ
の
意
見
反
映
度
が
高

ま
っ
た
と
自
己
評
価
す
る
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

二
割
前
後
あ
る
。

一
方
で
、
協
議
内
容
に
対
す
る
組
合
員
の

理
解
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
組
合
が
認
め

ざ
る
を
え
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

本
部
調
査
で
機
密
情
報
を
組
合
が
求
め
た

場
合
の
企
業
の
対
応
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
内

容
に
よ
っ
て
判
断
す
る
」
と
い
う
企
業
が
七

割
弱
、「
す
べ
て
提
供
す
る
」
と
い
う
割
合
は

四
分
の
一
強
で
あ
り
、「
提
供
し
な
い
」
は
一

割
弱
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
提
供

の
対
象
者
は「
本
部
三
役
・
本
部
執
行
委
員
」

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど（
九
割
弱
）

で
あ
る
。

⑵
労
働
組
合
の
経
営
参
加

①
経
営
参
加
、
経
営
対
策
強
化
の
た
め
に
労

働
組
合
が
必
要
と
考
え
る
こ
と

本
部
調
査
で
経
営
参
加
、
経
営
対
策
強
化

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
経
営
分
析
能
力
の
強
化
」（
七
割
弱
）

が
一
位
で
、
二
位
は
「
日
常
的
な
情
報
交
換

の
強
化
」（
六
割
）
と
な
り
、
こ
の
二
つ
へ
の

集
中
度
が
際
立
っ
て
高
い
。
続
い
て
「
発
言

力
の
強
化
」（
二
割
強
）
が
続
き
、「
付
議
事
項

の
拡
大
」（
一
割
弱
）、「
情
報
開
示
の
強
化
」

（
一
割
強
）
へ
の
関
心
は
低
い
。

②
組
織
再
編
実
施
の
有
無
と
労
働
組
合
が
果

た
し
た
役
割

本
部
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
五
年
間
の
組

織
再
編
の
実
施
率
は
六
割
弱
で
あ
る
が
、
業

種
・
企
業
規
模
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い

（
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
実
施
率
は
高
い
）。

ま
た
、
組
織
再
編
が
実
施
さ
れ
た
企
業
の

経
営
状
況
は
、
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
に
比

べ
て
、〈
良
い
〉
と
す
る
割
合
が
か
な
り
高

い
。組

織
再
編
を
実
施
し
た
組
合
の
う
ち
、「
労

使
協
議
は
総
じ
て
う
ま
く
機
能
し
た
」
と
回

答
す
る
割
合
は
、
支
部―

事
業
所
レ
ベ
ル
の

労
使
協
議
シ
ス
テ
ム
が
「
あ
る
」
組
合
で
は

八
割
弱
、「
な
い
」
組
合
で
は
四
割
強
で
あ
り
、

際
立
っ
た
違
い
が
み
ら
れ
る
。

③
経
営
参
加
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
問
題
点

本
部･

支
部
両
調
査
で
、
労
働
組
合
が
進

め
る
経
営
参
加
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題

（
課
題
）
が
生
じ
て
い
る
か
を
自
由
記
入
方

式
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
回
答
は
大
き
く
三
つ

に
分
類
さ
れ
た
（
図
表
３
）。
ａ
．
経
営
側

の
問
題
、
ｂ
．
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
、
ｃ
．
労
働
組
合
側
の
問
題
で
あ
る
。

図表 2　過去 5年間における労使協議の変化（本部調査）
非公式の労使協議 1.増えた  29.2% 2.変わらない 61.9% 3.減った 6.7% 無回答   2.2%

労使協議の開催頻度 1.増えた 28.4% 2.変わらない 60.7% 3.減った 9.7% 無回答   1.2%

労使協議の開催期間 1.長期化した 13.4% 2.変わらない 76.1% 3.短期化した 9.3% 無回答   1.2%

経営側の案が組合に示され
る時期（非公式も含む） 1.遅くなった 24.9% 2.変わらない 58.4% 3.早まった 15.2% 無回答   1.6%

会社側出席者の役職者の範
囲の変化

1.より上位の役職者が
出席するようになった 6.1% 2.変わらない 88.2% 3.より下位の役職者が出席するようになった 4.5% 無回答   1.2%

協議内容の複雑さ 1.複雑になった 44.2% 2.変わらない 53.6% 3.容易になった 1.0% 無回答   1.2%

協議における労使関係 1.協調的になった 21.1% 2.変わらない 71.4% 3.対立的になった 6.3% 無回答   1.2%

付議事項の変化 1.拡大・増加した 20.7% 2.変わらない 74.4% 3.縮小・減少した 3.2% 無回答   1.8%

付議事項内容に対する組合
員の理解度 1.高くなった 9.9% 2.変わらない 71.6% 3.低くなった 17.2% 無回答   1.4%

労使協議における組合の発
言力 1.強くなった 15.6% 2.変わらない 76.5% 3.弱くなった 6.5% 無回答   1.4%

経営側の案に対する組合の
意見反映度 1.高くなった 20.3% 2.変わらない 70.4%  3.低くなった 7.9% 無回答   1.4%
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ａ
．
経
営
側
の
問
題
で
は
、「
経
営
参
加
を
制

限
さ
れ
る
」、「
窓
口
機
能
の
低
下
」
等
が
出

さ
れ
、
ｂ
．
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
で
は
、「
情
報
開
示
が
制
限
さ
れ
る
」、

「
協
議
事
項
が
尊
重
さ
れ
な
い
」、「
新
し
い

労
使
関
係
の
構
築
」、「
意
思
疎
通
の
充
実
」

等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
．
組
合
側
の
問

題
で
は
、「
ど
の
程
度
経
営
参
加
を
は
た
す
べ

き
か
模
索
中
」、「
組
合
役
員
の
人
材
育
成
」、

「
組
合
員
と
の
意
思
疎
通
」
等
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

⑶
雇
用
形
態
の
多
様
化
の
状
況

①
非
正
社
員
の
増
加

本
部
調
査
で
、
非
正
社
員
数
の
過
去
五
年

間
の
増
減
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
図
表
４
）、

正
社
員
が
減
り
、
非
正
社
員
へ
の
代
替
が
進

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
方
、
今
後
の
会
社
の
方
針
は
、
従
業
員

の
総
数
は
増
や
す
も
の
の
、
非
正
社
員
か
ら

正
社
員
へ
の
代
替
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

正
社
員
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
非
正
社

員
の
増
加
を
予
定
し
て
い
る
と
組
合
は
み
て

い
る
（
図
表
５
）。
つ
ま
り
、
非
正
社
員
は

比
較
的
低
賃
金
・
低
雇
用
保
障
の
人
材
と
し

て
今
後
も
拡
大
す
る
方
向
に
あ
る
。

②
非
正
社
員
の
基
幹
労
働
力
化

支
部
調
査
に
お
い
て
、
正
社
員
と
同
種
の

仕
事
を
す
る
非
正
社
員
が
い
る
か
ど
う
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
い
る
」
と
答
え
た
組
合
は

八
割
前
後
に
の
ぼ
り
、
同
種
の
仕
事
を
す
る

非
正
社
員
の
割
合
が
五
割
を
超
え
る
と
い
う

回
答
も
六
〜
九
割
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
労
働
時
間
、
仕
事
上
の
責
任
、
業

務
範
囲
に
つ
い
て
正
社
員
と
同
じ
か
ど
う
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
正
社
員
と
同
じ
」
と
い

う
割
合
は
、
労
働
時
間
で
は
、
パ
ー
ト･

ア

ル
バ
イ
ト
は
当
然
低
い
（
三
割
強
）
が
、
そ

の
他
の
雇
用
形
態
で
は
六
〜
八
割
で
あ
っ
た
。

一
方
、
業
務
範
囲
や
仕
事
上
の
責
任
に
つ

い
て
は
正
社
員
と
の
違
い
が
み
ら
れ
た
。「
正

社
員
と
同
じ
」
と
す
る
割
合
は
、
嘱
託
・
契

約
社
員
で
は
嘱
託
再
雇
用
者
を
含
む
た
め
若

干
高
い
も
の
の
（
四
割
弱
）、
そ
の
他
の
雇

用
形
態
で
は
低
か
っ
た
（
二
割
弱
）。

③
非
正
社
員
活
用
に
対
す
る
労
働
組
合
の
方
針

　

本
部
調
査
で
、
非
正
社
員
の
採
用
・
活
用

に
つ
い
て
労
働
組
合
が
ど
の
よ
う
な
方
針
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
非
正

社
員
の
採
用
や
活
用
に
対
し
て
明
確
な
方
針

が
な
い
」
組
合
が
二
割
弱
あ
り
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
対
正
社
員
比
率
が
五
〇
％
以

上
の
組
合
で
も
約
四
分
の
一
の
組
合
で
は
方

針
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一

方
、
非
正
社
員
の
適
正
比
率
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
組
合
は
約
四
割
に
と
ど
ま
る
。

　

ま
た
、
支
部
調
査
の
結
果
で
は
、
非
正
社

員
の
仕
事
と
し
て
望
ま
し
い
業
務
は
、
雇
用

形
態
を
問
わ
ず
、「
定
型
業
務
で
あ
る
」
と
回

答
す
る
組
合
が
圧
倒
的
に
高
か
っ
た
。

④
非
正
社
員
活
用
に
よ
る
問
題
点

支
部
調
査
で
非
正
社
員
の
活
用

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ

図表3　労働組合の経営参加において生じている問題　グルーピング

注）再集計を行ったため、「労働者参加、労使コミュニケーションに関する調査」報
告書に記載した内容とは異なる。

増加 減少 （増加
－減少）

変化は
なかっ
た

活用す
るのを
止めた

以前から
活用して
いない

把握して
いない

無回答

正社員 16.2 73.2 (▲57.0) 8.5 ‒ ‒ ‒ 2.2

パート･臨時・
アルバイト社員 40.8 10.3 (30.5) 24.1 1.2 8.3 9.7 5.7

嘱託・契約社員 45.4 9.1 (36.3) 26.2 0.2 3.0 11.2 4.9

派遣社員 49.4 5.1 (44.3) 13.2 0.8 6.7 16.8 7.7

請負社員 22.1 3.2 (18.9) 17.2 0.6 26.6 20.3 10.1

図表 4　過去 5年間における従業員数の変化
（本部調査、単位：％）

増加 減少 増加 － 減少

正社員 42.0 23.9 18.1

パート･臨時・アルバイト社員 22.5 10.3 12.2

嘱託・契約社員 29.0 8.5 20.5

派遣社員 18.3 10.8 7.5

請負社員 9.7 4.3 5.4

図表 5　従業員数の増減に関する今後の会社の方針
（本部調査、単位：％）
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（
図
表
６
）、特
に
比
率
が
高
か
っ
た
の
は「
技

術
の
蓄
積
・
伝
承
が
難
し
く
な
る
」
で
、
約

三
分
の
二
の
組
合
が
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
他

の
項
目
は
現
時
点
で
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
と
す
る
組
合
は
三
割
前
後
で
あ
る
が
、
非

正
社
員
が
現
在
と
比
べ
二
割
以
上
増
え
た
場

合
に
は
ど
う
な
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、

五
割
前
後　

ま
で
数
値
が
上
昇
し
て
い
る
。

⑤
非
正
社
員
と
の
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
部
調
査
に
お
い
て
、
各
種
の
社
内
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
非
正
社
員
が
参
加

で
き
る
か
否
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ（
図
表
７
）、

ど
の
雇
用
形
態
で
あ
っ
て
も
非
正
社
員
が
参

加
で
き
る
活
動
と
し
て
は
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」、「
朝
礼
等
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」が
あ
る
。

そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
直
接
雇
用
よ

り
間
接
雇
用
の
ほ
う
が
参
加
で
き
な
い
比
率

が
高
い
。

参
加
で
き
な
い
比
率
は
「
小
集
団
活
動
」、

「
職
場
懇
談
会
」、「
提
案
制
度
」
が
直
接
雇

用
で
二
割
前
後
、
間
接
雇
用
は
四
割
前
後
で

あ
る
一
方
、「
共
済
活
動
」、「
労
働
条
件
に
つ

い
て
話
し
合
う
活
動
」
は
直
接
雇
用
三
〜
四

割
、
間
接
雇
用
六
〜
八
割
と
非
正
社
員
全
般

で
参
加
で
き
な
い
割
合
が
高
い
。

⑥
企
業
内
未
組
織
労
働
者
に
対
す
る
組
織
化

の
取
り
組
み

本
部
調
査
で
、
企
業
内
未
組
織
労
働
者
に

対
す
る
組
合
の
組
織
化
意
欲
を
聞
い
た
と
こ

ろ
（
図
表
８
）、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

嘱
託
・
契
約
社
員
、
課
長
相
当
の
管
理
職
に

つ
い
て
、
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
意
欲
は
全

般
的
に
低
調
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の

対
正
社
員
比
率
ご
と
に
見
る
と
（
図
表
９
）、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
比
率
が
高
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
、
組
織
化
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
比
率
が
一
定
程
度
を
超
え
る
と
、
多

く
の
場
合
、
組
織
化
へ
の
取
り
組
み
に
拍
車

が
か
か
る
と
い
え
る
。

３
．
調
査
結
果
か
ら
み
え
る
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
課
題

調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
労
働
者
参
加
、

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
課
題

は
数
多
く
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で

は
三
点
提
示
し
、
解

決
の
方
向
性
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。

①
労
使
協
議
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

近
年
の
厳
し
い
雇
用
環
境
の
な
か
で
、
企

業
内
の
労
使
協
議
は
深
刻
化
し
複
雑
化
し
た
。

そ
の
結
果
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

密
度
は
高
ま
り
、
労
使
関
係
の
協
調
化
は
一

層
進
ん
だ
と
い
え
る
。
一
方
で
、
経
営
の
意

思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
化
や
、
機
密
情
報
の
取

り
扱
い
の
厳
密
化
等
、
従
来
の
労
使
協
議
シ

ス
テ
ム
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
も
発
生
し

て
い
る
。

ま
た
、
企
業
の
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
企

業
が
グ
ル
ー
プ
経
営
を
強
化
す
る
な
か
で
、

労
使
の
課
題
が
一
企
業
を
超
え
る
広
が
り
を

み
せ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
労
働

組
合
間
の
連
携
強
化

と
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ

ル
で
の
労
使
協
議
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

企
業
の
労
使
は
、

労
使
協
議
シ
ス
テ
ム

の
課
題
に
つ
い
て
総

点
検
す
る
と
と
も
に
、

自
組
織
の
現
状
に
見

合
っ
た
労
使
協
議
シ

ス
テ
ム
を
再
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

②
非
正
社
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
連
帯
の
強
化

非
正
社
員
の
活
用

が
進
み
、
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
る
な

か
で
、
正
社
員
と
非

正
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

図表 6　非正社員活用による問題点（支部調査）

職場・業務外 業　　　務
　
　

朝
礼
・
昼
礼
・
終
礼
等

　
　

件
数レ

ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
・

懇
親
会
な
ど

慶
弔
金
や
貸
付
金
な
ど

の
共
済
活
動

労
働
条
件
に
つ
い
て
話

し
合
う
活
動

職
場
や
業
務
の
改
善
活

動―

小
集
団
活
動

職
場
懇
談
会

提
案
制
度

非正社員計 11.7 48.3 45.5 23.1 29.9 24.4 4.7 151

パート・アルバイト計　 9.9 36.4 36.4 19.9 25.2 16.6 3.3 151

嘱託・契約社員計 7.1 31.3 31.3 13.1 15.2 17.2 5.1 99

派遣社員計　　　 17.3 77.6 69.4 36.7 45.9 41.8 7.1 98

請負社員計　　　 17.1 68.6 60.0 28.6 48.6 31.4 2.9 35

図表 7　 非正社員とのコミュニケーション活動の実施状況（「非正社員は参
加できない」の比率）

（支部調査、単位：％）

図表 8　企業内未組織労働者の組織化状況（本部調査）
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
企
業

に
と
っ
て
も
組
合
に
と
っ
て
も
重
要
と
な
る
。

し
か
し
、
正
社
員
と
非
正
社
員
で
は
、
労
働

者
参
加
の
程
度
に
は
差
が
あ
り
、
ま
た
非
正

社
員
間
で
も
、
パ
ー
ト
、
派
遣
、
請
負
で
は

そ
れ
ぞ
れ
程
度
は
異
な
っ
て
い
た
。

今
後
非
正
社
員
の
比
率
が
高
ま
れ
ば
、
こ

う
し
た
人
材
の
苦
情
や
要
望
は
今
以
上
に
多

く
職
場
で
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
職
場

の
一
体
感
の
醸
成
、
生
産
性
の
向
上
を
実
現

す
る
う
え
で
、
非
正
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
充
実
は
不
可
欠
で
あ
り
、
一
層

の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
労
働
組
合
に
お
い

て
も
同
じ
職
場
で
働
く
者
の
連
帯
強
化
と
い

う
観
点
か
ら
主
体
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。　

③
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化

未
組
織
労
働
者
は
、
組
合
員
と
比
べ
個
別

労
使
紛
争
の
発
生
の
可
能
性
が
高
く
、
会
社

が
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
個
別
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
な
れ
ば
、
コ
ス
ト

が
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
は
組
織

防
衛
の
観
点
か
ら
も
、
未
組
織
労
働
者
の
組

織
化
は
労
使
双
方
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。

企
業
の
労
使
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

嘱
託
再
雇
用
者
、
さ
ら
に
は
課
長
相
当
職
と

い
う
企
業
内
未
組
織
層
の
組
織
化
を
積
極
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
派
遣
、
請
負
社
員
の
組
織
化
に
つ

い
て
は
、
当
該
企
業
と
の
関
係
の
程
度
に
応

じ
て
、
単
組
・
グ
ル
ー
プ
労
連
と
産
別
組
織
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
最
も
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
や

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

労
使
協
議
制
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者
参

加
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
労
使

の
意
思
疎
通
の
向
上
を
通
じ
て
労
働
者
の
納

得
感
・
公
平
間
の
確
保
と
企
業
の
生
産
性
向

上
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
重
要
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
機

能
を
維
持
・
強
化
す
る
う
え
で
、
労
働
組
合

は
、
組
合
員
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
組

合
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り

つ
つ
、「
参
加
シ
ス
テ
ム
」
の
裾
野
を
非
正
社

員
等
に
ま
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

一
方
、
企
業
は
こ
う
し
た
組
合
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
が
結
果
的
に
生
産
性
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

４
．
労
使
関
係
実
務
家
へ
の
提
言

本
研
究
委
員
会
で
は
、
本
調
査
実
施
以
降

も
、
各
種
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
重
ね
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
最
終
報

告
書
を
発
行
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
再
構
築
に
向
け
て

単
組
役
員
、
企
業
の
労
務
担
当
者
等
の
労
使

関
係
実
務
家
へ
の
「
提
言
」
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
。

「
提
言
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
三
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
・
充
実
」
で
あ

る
。
三
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

①
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
②
組
合
役

員
と
組
合
員
の
間
の
労
労
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
③
組
合
役
員
と
非
正
社
員
を
中
心
と

す
る
非
組
合
員
の
間
の
労
労
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

提
言
項
目
は
別
掲
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

詳
し
く
は
『
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

新
地
平
』（
連
合
総
研
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月

発
行
）
を
参
照
願
い
た
い
。

図表 9　「パート・臨時・アルバイト社員」の組織化状況（対正社員比率別）
（本部調査）

注） パート・臨時・アルバイト社員の対正社員比率が 0あるいは欠損値（例：パート・臨時・アルバ
イト社員数や正社員数が無回答）であるものを除外して集計した（n=278）。

労使コミュニケーションの再構築に向けて（提言項目）
1. 組合役員・労務担当者双方への提言
　　提言1　労使間の相互理解を深める
　　提言2　労使協議システムを再構築する
　　提言3　労使間で組織化の必要性を再認識する
2. 組合役員への提言
　⑴組合役員・組合員間のコミュニケーション
　　提言4　組合活動の原点に立ち返る　
　　提言5　組合活動のスクラップアンドビルドに取り組む　
　⑵組合役員・非組合員間のコミュニケーション　
　　提言6　非正社員に関する労働組合の方針を確立する　
　　提言7　未組織労働者とのコミュニケーションに努める
　⑶上部団体の役割　
　　提言8　 連合地域組織や産業別組織が積極的に企業枠外の未組織労働

者の組織化に取り組む　
　　提言9　情報共有化のためのネットワークを構築する
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